
【受付人数】

人数 うち認定農業者等の数

1

2 ８人 ５人

８人 ５人

【推薦・公募の状況】
（１）推薦による応募（個人推薦又は法人・団体推薦）

推薦者
（推薦する者）

年月日 職名・役職等 性別 年齢 職業
代表者又
は管理人
の氏名

目的

①構成員の数
②構成員たる資格その他の
当該推薦をする者の性格を
明らかにする事項

（２）自ら応募

年月日 職名・役職等

1 永田雅信 男性 64歳 農業 H29.4.27～ 吉岡町農業委員職務代理 認定農業者

2 志塚　淳 男性 37歳 農業 H29.4.27～
吉岡町農業委員
群馬県農業共済組合損害評価
員

認定農業者

3 佐藤　康之 男性 53歳 農業 令和1年、2年
小倉ぶどう生産組合
組合長

認定農業者

区分

推薦を受けた者
（個人推薦又は法人・団体推薦）

自ら応募したもの

合計

被推薦者（推薦を受ける者）

経歴 （個人） （法人・団体）

経歴

ブロイラー年間23万羽 なし

全国でも注目される人口増加の吉岡町。その中において農地のあり方、開発のあり方
が問題になっている。私は農家の立場に立って、今後も吉岡町がより発展するよう努力
していきたいと思っています。農家の高齢化が進み、今後より一層耕作できない農地が
増えることが予想されます。農業委員会を通じて、農地の貸し借りがより簡単に安全に
できるよう努力し、吉岡町を緑豊かな発展する町にしたいと思います。

水田3ha　畑1.5ha
（米、麦）

なし

現任期中、農業者の高齢化や情勢の変化に起因した町内農業者の離農や、農地の転
用が加速している状況を目の当たりにしており、この先長く吉岡町で農業を営む青年農
業者として憂慮している。一方、ここ数年は新規就農者が増加傾向にあり、自身も新規
就農した経験から、少しでも力添えできるのではないかと思われる。農業者としては未
熟ではあるが、青年農業者の立場で将来の吉岡町の農地あるいは農業と、農地転用を
伴う開発の在り方を判断・提言できる農業委員の重責を担うべく応募に至る。

ぶどう85a　甘藷40a　稲作25a なし 認定農業者として応募

　農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第9条第2項及び同法施行規則（昭和26年農林省令第23号）第6条第1項第2号の規定に基づき、受付期間の終了時点（令和4年12月27日時点）における吉岡町農業委員の推
薦及び公募状況を以下のとおり公表します。

番号
氏名 性別 年齢 職業

農業経営
の状況

認定農業者等
の区分

氏名
（又は名称）

農地利用最
適化推進委
員への推薦
又は応募の
状況

推薦理由

番号 氏名 性別 年齢 職業 農業経営の状況
認定農業者等
の区分

農地利用最適化推
進委員への推薦又
は応募の状況

応募理由



4 星野　治代 女性 44歳 農業

5 石倉　一也 男性 53歳 税理士
Ｈ14.8.30
Ｈ19.6.1
H29.4.27～

税理士登録
群馬県税理士協同組合理
事
吉岡町農業委員

6 小材　美惠子 女性 72歳
農業
兼業

R2.4.27～
R3.4～

吉岡町農業委員
吉岡町食生活改善推進委員
連絡協議会（若草会）会長

7 萩原　隆夫 男性 7１歳 農業 H29.4.27～ 吉岡町農業委員会長 認定農業者

8 小林　洋一 男性 58歳 農業 認定農業者

稲作4,000㎡　畑作1,000㎡ なし

現在、水稲栽培やキュウリや玉ねぎなどの野菜の露地栽培を行っています。子育てをし
ながら、子供たちや高齢者でも、安心して美味しく食べられ、また環境負荷の少ない、持
続可能な栽培を目指して取り組んでおります。地域の農業振興のため、農地を最適に
活用し、次世代に引き継いでいけるよう、女性として、また子育て世代としての視点も生
かしながら、何がしかのお役に立てたらと思い、応募いたしました。

なし

我々の生活に食べもの（農業）は、欠くことができない。その食べものの60％以上を輸
入に頼っているようである。国産の食べものを支える農家（生産者）は、高年齢化等多く
の問題をかかえている。私は中立的な立場として、吉岡町の農地利用の集積・集約化、
耕作放棄地の発生防止・解消、青年の新規就農・新規参入の促進等の活動を、他の部
門とも協力し合いながら行っていきたい。そして、地域農業と吉岡町の産業のより一層
の発展に貢献したいと考え、応募しました。

米・野菜4,100㎡ なし

私は、現在食生活改善推進委員や生活研究グループに入会しており、町民の健康維
持と食生活の向上のために、各種料理教室の開催や、研究会などを行っております。
その傍ら、新しい野菜や自分が食べたい野菜などを栽培し、興味を持って取り組んでお
ります。今吉岡町は暮らしやすい町ということで人口も増え、新しい家も次々に増えてい
ます。そんな中、限られた農地を守り、増える耕作放棄地の亊を考えた時、女性の視点
で何かお役に立てないかと思い応募しました。

水田6㏊　肉用牛300頭 なし
吉岡町のやる気のある農家のため為に、持続可能な農業をめざして、農業委員として
出来ることを考えたい。

いちごハウス栽培26a
さつまいも20a（加工用）

なし 行政と地域のパイプ役として、地域農業の発展を目指した農業委員活動に貢献したい。


